






































































































































（1940 年 10 月）。
　ポール・スバグの『チュニジアのユダヤ人の歴史』によれば、連合軍の北
アフリカ上陸（1942 年 11 月 8 日）の後、ドイツ軍はシチリア島に近いチュ

























































































































































































































































































































































た作家もいる。Michel Le Bris, Jean Rouaud, Eva Almassy, Pour une littérature-monde, 
Gallimard, 2007, p. 157
（3） アルベール・メンミは Germaine Dubach と 1946 年末にパリで結婚し、1949 年夏、




番目なのですか」と問われた、という。Albert Memmi, La Terre intérieure, Entretiens 
avec Victor Malka, Gallimard, 1976, p. 116　また、帰郷後、チュニジア独立までの
出来事を記録した日記を小説第 3 作『サソリあるいは想像の告白』（1969）に使っ
たと述べている。A. Memmi, Le Nomade immobile, p. 89
（4） Albert Memmi, Portrait du colonisé, précédé du Portrait du colonisateur et d’une préface 
de Jean-Paul Sartre, Payot, 1973




colonisation-a-t-un-fruit-amer。2004 年 6 月 28 日掲載のインターネット版。パレス
チナ占領地域の犠牲者にまつわる同様の比較が『脱植民地人の肖像』「後記」にも
見える。A. Memmi, Portrait du décolonisé, p. 219
（7） 石川清子「アルベール・メンミ『脱植民地国家の現在――アラブ・ムスリム圏を
中心に』」Revue japonaise de didactique du français 第 3 巻第 2 号、2008 年
（8） 田所光男「メンミにおけるアラブ＝ユダヤ共生言説批判」（I）（II）、『言語文化論
集』名古屋大学、XXVII 巻第 1 号（2005）、第 2 号（2006）
（9） 「昨日は［79 歳の］誕生日だった。子供達、数人のファン、教え子らの電話。と










回答である」。Albert Memmi, Agar, Gallimard, folio, 1984, pp. 19-20（orig. Editions 
Corréa / Buchet Chastel, 1955）
（11） Albert Memmi, Dictionnaire critique à l’usage des incrédules, Félin, 2017 ; A. Memmi, 
23もうひとつのポストコロニアル文学
Testament insolent, Odile Jacob, 2009 ; A. Memmi（éd. Hervé Sanson）, Penser à vif : de 
la colonisation à la laïcité , Non Lieu édition, 2017
















語っている。Albert Memmi, La Terre intérieure, p. 31　母国を離れたユダヤ系フラ
ンス語作家の比較研究として、それぞれギリシア、チュニジア、イラク出身の 3
人を扱った次の博士論文（パリ第 7 大学、指導教授はジュリア・クリステヴァ）
が有益。Elisabeth Schulz, Identité séfarade et littérature francophone au XX e siècle A. 
Cohen, A Memmi et N. Kattan Déconstruction et assimilation, L＇Harmattan, 2014
（14） Albert Memmi, Le Nomade immobile, p. 86





ている」と評す。A. Memmi, Portrait du colonisé, Payot, 1973, p. 24




セントである。Paul Sebag, Histoire des Juifs de Tunisie Des origines à nos jours, L＇
Harmattan, 1991, pp. 230 チュニジアのユダヤ系住民の概数とその算出法について
は註（22）を参照。スバグはメンミの同僚教員で、当時はチュニジア共産党の指
導者だった。Albert Memmi, Le Nomade immobile, p. 85
（18） A. Memmi, Le Statut du sel, Gallimard, 1966, p. 288, p. 293, p. 309（orig. Corréa, 1953）
第 3 部第 2 章「他者」、第 3 章「戦争」、第 4 章「労働キャンプ」参照。Paul Sebag, 
op. cit., pp. 230-244　メンミ自身も寮監をしたが、ヴィシー政権の法令に反発して
辞職し、さらにアルジェ大学を 1942-1943 年度に退学する。哲学の高等教育修了
証を論文「文明の解釈、チュニジアのユダヤ人の場合」で取得した。論文の一部
（ユダヤ人の服装）が論文集に見える。Memmi, Penser à vif, pp. 71-78
（19） A. Memmi, Agar, Gallimard, folio, 1984 その根拠を「3. 帰郷と族外婚」に記した。
註（25）（26）も参照。
（20） A. Memmi, Le Scorpion ou La confession imaginaire, Gallimard, 1969 原書の引用を本
文中に（p. 103）と指示する。
（21） この人物に 1954 年 3 月から一ヶ月の短命政権を率いた首相 M. S. Muzali を読める
かもしれない。チュニジアは 1956 年 3 月に独立する。
（22） チュニジアのユダヤ系住民の総数を知るのは容易でない。チュニジア国籍だけな
ら、1936 年の調査で 59,485 人、1946 年には 70,971 人である。年齢別・性別の数
字は 1946 年になって初めて分かった。これに多数のフランス、イタリア、イギリ
スなどの国籍を有する外国籍ユダヤ人がいる。ヴィシー政権が 1941 年に行った調
査によると、これら外国籍は 21,402 人になる。1946 年のユダヤ人口は自然増を含
めて 9 万から 9 万 5 千と推計される。フランスへの帰化は、植民地宗主国の政策
に左右される。まず、戦争中の 1944 年に帰化したユダヤ人はわずか 4 人だった
が、メンミが帰郷した 1948 年には 69 人、独立間近の 1955 年には 283 人に増え
た。次に、ドゴールの臨時政府は 1940 年 6 月 10 日に遡って出生地主義を適用し
たので、その日以降に生まれたユダヤ人は、両親がイタリア国籍であっても「ユ
ダヤ系フランス人」になった。Sebag, op.cit., pp. 253-259 スバグは 1946 年から
1956 年にかけての出国を、出生数と死亡数の差から 2 万 5 千ないし 3 万と推計し、




が、一人あたり 1 ディナールしか、つまり 1.5 ユーロしか持ち出せない」。Moïse 
Rahmani, L’Exode oublié des Juifs des pays arabes, Raphaël, 2003, p. 331




（24） A. Memmi, Le Statut du sel, p. 128 原書の引用を本文中に（p. 237）と指示する。
（25） A. Memmi, La Terre intérieure, p. 102, pp. 115-116, p. 141
（26） A. Memmi, L’Homme dominé, Gallimard, 1968
（27） A. Memmi, Portrait du colonisé, Payot, 1973, p. 9
（28） S.-R. Suleïman, Roman à thèse ou l’autorité fictive, PUF, 1983
（29） A. Memmi, Le Nomade immobile, p. 80, 81, 84, 90
（30） A. Memmi, Agar, Gallimard, folio, 1984, p. 133-134 原書の引用を本文中に（p. 122）
と指示する。チュニジア独立前後のユダヤ人共同体の再編についてはスバグ前掲
書を参照。独立後はムスリムの慣習法に倣ってユダヤ人の Statut personnel（170 条
におよぶ一種の民法）が定められたが、現地のユダヤ教の律法は、相続に関して
この規定よりも女性配偶者の立場が弱かった。独立を機にラビ法廷は 1957 年に廃
止され、信徒団体も再編される。Sebag, op.cit., pp. 285-292
（31） Aﬁfa Marzouki, Agar d’Albert Memmi, L＇Harmattan, 2007, p. 33
（32） Marzouki, op. cit., p. 63
（33） A. Memmi, La dépendance Esquisse pour un portrait du dépendant, suivi d’une lettre de 
Vercors, avec préface de Fernand Braudel, Gallimard, 1979 副題はこれも「依存者の
肖像のための素描」である。
（34） A. Memmi, « Postface », Figures de la dépendance autour d’Albert Memmi, colloque de 
Cerisy-la-Salle, PUF, 1991, p. 275 ; Jacques Hassoun, « De la trahison entre « tradition » 
et « traducere »（comme forme suprême de la dépendance）» , op.cit., p. 252







教育センターの通院者の証言も小説の素材になった。A. Memmi, Le Nomade 
immobile, p. 91
（38） 本論はメンミの初期 3 作を対象としたが、ユダヤ人アイデンティティの探求とい
う観点からは、作家がフランスに移住した後に執筆した第 3 作から第 5 作までを、
エジプト出身のフランス語詩人エドモン・ジャベスの主題系「亡命、砂漠、書く
こと」で論じた次の研究が有益である。Anny Dayan-Rosenman, « Albert Memmi: l＇





希望ということにしておこう」と言った。Le Nomade immobile, pp. 66-67 なお、




（Gisèle Halimi）『オレンジの樹の乳』をめぐって」『ヨーロッパ文化研究』24, 2005, 
pp. 17-62 と「民族史と現代史のはざまの回想（2）: ジゼル・アリミ『フリトゥナ』
における再話について」同 25, 2006, pp. 27-51 を参照。
